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人 とかかわる力を 育てるための 環境の工夫 

一 異文化とのふれあ い を通して 一 

浦添市立派 砥 幼稚園 新垣 順子 

[ 要 約 ] 

この研究は， 本 園の地域環境を 生かした取り 組みとして，幼児が 外国の人と交流したり ， 

外国の文化を 体験することによって 培われる内面の 育ちを， 「 人 とのかかわり」の 側面から 

捉えた。 このような異文化とふれあ ぅ 活動を，年間指導計画に 位置付け，地域人材を 発掘・ 

活用し，幼児の 実態に合った 環境を工夫しながら 実践することができた。 その結果，子ど 

もたちが喜んでかかわり ， 自分らしさを 出しながら相手を 受け入れる中で ，社会的態度が 

養われ， 人 とかかわる力が 育ってきた。 

  キーワーⅡ コ 人 とかかわる力 異文化 環境の工夫 年間指導計画 

1 テーマ設定の 理由 まで様々な異文化とのふれあ いを経験してき 

幼児期は，将来にわたり 人とかかわりなが た 。 子供たちも初めは 肌の色や言葉の 違いに 

ら 生活を営んでいくための 基礎となる力を 培 戸惑っていたが ，時間の経過とともに 次第に 

ぅ 時期であ り，この時期に 身近な人々と 一緒 打ち解け ， 手を引っ張って 遊びに誘ったり ， 

は 行動することの 喜びや充実感を 味わったり 外国の言葉に 興味をもち，簡単な 挨拶や言葉 

することは， 人 と積極的にかかわって 生活を を 喜んで使 う 姿もみられれ 

営も う とする意欲を 育てるために 大切なこと このような体験が ，幼児にとって 自分以外 

であ る」しかし最近の 幼児は ，人 とのかかわ 0 店 しゃ士 会へ目を向ける 良い機会になるよ う， 

りや直接的，具体的な 体験が不足し 幼児の 異文化とのふれあ い を「人間関係、 」の側面から 

発達にとって 重要な自我を 形成する機会が 減 とらえ，年間指導計画の 中に位置付ける 必要 

少してきている ， 本 園の子供たちも ，物事に進 があ ると考え㌔その 中で，外国人や 外国文 

んで取り組むことや ，自分の思いや 考えを 表 化に親しむためには ，環境をどのように 工夫 

現したり，自分の 力 であ きらめずにやり 遂げ すれば子供たちが 喜んでかかわり ，自分らし 

ようとすることなどへの 意欲が弱くなってき   さを発揮しながらお 互いの違いを 認め，社会 

ているよ う に思われる。 そのような実態から ， 生活における 望ましい態度を 養 う ことができ 

幼稚園で積極的に 幼児の心を揺り 動かすよ う るかを，一人一人のかかわる 姿を見守りなが 

な 豊かな生活体験の 機会を設けることが 必要 ら ，交流や体験を 通して研究して い きた いと 

と 感じ，友達とのかかわりや ，祖父母など 高 考え ，本 テーマを設定し 六も 

齢 者とのかかわり ，小学生や未就園児とのか 

かわりなどについて ，研究，実践をしてきた。 Ⅱ 研究の目標 

ところで，本国では ，外国人の保護者や 外国 異文化とふれあ い ，異文化に親しむための 

生活経験のあ る保護者による 外国文化の紹介 環境を工夫し 人とかかわる 力を育てるため 

や ，外国からの 体験入園の受け 入れ及び ，沖 の手だてを探る ， 

縄 国際センタ一の 研修 員 との交流など ，これ 
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Ⅲ 研究の仮説 
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2  作業仮説 

(1) 外国人との交流や 外国文化を体験できるような 環境を工夫することによって ，異 

文化への親しみがもてるようになるであ ろう， 

(2) 異文化とのふれあ いを年間指導計画に 位置付けることによって ，幼児の発達の 時 

期 に応じた取り 組みができるようになるであ ろう。 

W  研究構想 図 

人 と親しみ． 受 

  

    

研究の基本仮説 
生活や晋接の 違う外国の人との 交流や井国文化を 体検することによって 

異文化への親しみをもち． 人 とかかわる力が 育つであ ろう 

    

作案仮説 (] ) 作案仮説 (2) 
外国の人との 交流や外国文化を 異文化との ぷ、 れあ いを年間計画 
体験できるような 珪 境を工夫する に位仮 付けることによって。 幼児 
ことによって．異文化への 親しみ 0 発達の時期に 応じた取り組み 

] 人 とかかわる力の 育ち 4 年間 指訂 計画の作成 

2 異文化とふれあ うことの森 王 5 アンケート 謂蚕 

3 異文化に親しむための 環境の工夫 
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V  研究内容 

Ⅰ 人 とかかわる力の 育ち 

「 人 とかかわる力の 基礎は，自分が 親や 

周囲の人々に 温かく見守られていると ぃ 

ぅ 安定感から生まれる 人に対する信頼感 

を持つこと，さらに ，その信頼感に 支え 

られて自分自身の 生活を確立することに 

よって培われる。 幼稚園生活においては ， 

何よりも教師との 信頼関係を築くことが 

必要であ り，それを基盤としながら 様々 

なことを自分の ガ で行う充実感を 味わう 

ようにすることが 大切であ る。 また幼児 

は，幼稚園において 多くの他の幼児や 教 

師 とふれあ ぅ 中で，自己の 存在感や自分 

とは違った様々な 人への積極的な 関心， 

共感や思いやりなどをもつようになる。 

また，こうした 生活の中で自分の 感情や 

意思を表現しっ っ ，ほかの人々と 共に生 

活する楽しさや 大切さを知り ，そうした 

生活のために 必要な習慣や 態度を身に付 

けていくことになるⅡ 

この考えを幼稚園の 生活の中で具体 

化していくと ，次のようになるであ ろ 

ナつ 

( 人 とかかわる力が 育っ過程の構造図 ) 

    

止成   
  他者への勤 し、 
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2  異文化とふれあ うことの意義 

国際化が進む 近年の日本社会にあ っ き 方に対しておおらかに 受け止めるこ 

て ．世界中の出来事が 身近な問題とし とが大切になる。 また，互いに 理解しあ 

て 報道され幼児の 周りに溢れている。 う ためには，自分の 考えを相手にはっ 

情報ばかりでなく ，物の交流も 文化的 きり伝えていくことも 大切で，主体的 

な交 流も活発になり ，海外との行き 来 な 生活態度や豊かな 表現力の育成が 求 

が 日常的になってきている 現在，外国 められる。 幼稚園における 異文化との 

での生活経験があ る保護者や幼児の 入 ふれあ い は ， 豊かな人間関係を 育む 意 

園など，人的環境も 多様になってきて 味 においても，意義深いものがあ ると 

いる。 そのような社会の 中で幼稚園が 考える 0 また，印象深い 体験として 幼 

果たす役割を 考えたとき，様々な 考え 児 が互いに共有しあ ぅ ことで，幼児 相 

方や文化をもった 人々が身近に 生活し ， 互のかかわりが 膨らみ，生活や 遊びが 

支え合って生きていくためには 互いに 豊かに展開するようになる。 すな む ち ， 

相手を理解し ，尊重していくことが 大 次のような幼児の 心情，意欲，態度の 

切 であ り，自分とは 異なる考え方や 生 育ちが期待される。 

・外国の人と 交流し ， 親しみをもっ 

( お互いの国の 言葉であ いさつをしたり ，歌ったり，踊った 
①豊かな感情体験 りしながら交流を 深める ) 

U@ 巳 v, Ⅰ 青 ) ・ 髪や ， 目 ，肌の色など 外見の違いに 気付く 

・言葉や生活習慣などの 違いに気付く 

②豊かな社会性 

( 意欲 ) 

③豊かな自己表現 

( 態度 ) 

｜ 

，生活習慣や 言葉など，文化の 違いに興味，関心をもっ 

・外国の言葉や 遊びを楽しむ 

  体験を通して 異文化への関心や 理解を深める 

｜ 

・場に応じた 行動ができる ( 思考力 ) 

  自分の考えを 表現し行動する ( 表現，行動力 ) 

  自分の思いを 伝えたり相手の 考えを受け止める ( コミ エ ケ リ丑 能力 ) 
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3
 異文化とふれあ う ための環境の 工夫 

(1)  人的環境の工夫 

異文化とのふれあ い を通して人とか 

かわる力を育てるという 視点で実践 し 

ていくためには ，何よりも人的環境 ( 人 

材の活用 ) が重要であ る。 当園 では， 

これまで外国人を 父母に持つ園児や 長 

期間外国で暮らした 経験のあ る父母と 

の 交流，外国からの 体験入園など ，様々 

な異文化とのふれあ い を生活や遊びの 

中で幼児に体験させることができた。 

このような体験を 継続して行 う ために 

は，人材の確保や 新たな人材の 発掘が 

必要になってくる。 今回は，外国とか 

かわりのあ る卒園児の父母に 依頼し ， 

協力を得ることができた。 また，新た 

な人材として 浦添市国際交流課の 国際 

交流 買 ( 米国人 ) を派遣してもられ 交 

流の機会を得た。 もう一つの地域人材 

として，沖縄国際センタ 一の研修 員 と 

の交流があ る。 その他，外国からの 留 

学生が来園 し， 楽しい交流のひと 時を 

①異文化に気付く 活動 ( 視覚に訴えるもの ) 

過ごすことができた。 次に，幼児と 共 

に環境を構成していく 教師の問題があ 

る。 教師自身が，異文化に 対して心を開 

き，人種や民族の 違いにかかわりなく ， 

すべての人を 独自な，いのちと 個性を 

持った存在として 等しく接し，尊重す 

ることができるかどうかが 問われる。 

異なった文化をもつ 人々に対する 教師 

の 意識も重要な 環境の一つであ る。 

(2) 教材や場の工夫 

幼児期に異文化とふ ねめ うことの意 

義を実現させるためには ，人的環境だ 

けでなく，幼児に 興味や関心をもたせ 

るような教材や 場の工夫が必要になっ 

てくる。 直接体験によって 得た情報を 

概念として形成していくという 幼児期 

の発達の特性を 踏まえて教材や 場の工 

夫を異文化とのふれあ いに生かすとす 

れば，次のような 活動が考えられる。 

掲示 物 教材 露呈 襯乙 経瓦 用浮冤竃協り 抜き，世界地図，絵地図，国旗，その 
展示 物 教材 壷笘笹雀埼記勇良果塞 ， ( 暴富 恩宣ア くりなどの 日 ， 然物   

視聴覚教材 テレビ， ビテォ ， OHtP, スライ @ 

その他の教材 切手，手紙，絵本，地球儀など 

②異文化を楽しむ 活動 ( 子どもらしい 活動性のあ るもの ) 

外国のめそび 歌 ，ダンス，ゲーム ，手遊び，言葉遊びなど   

③直接体験 ( 子どもの生活に 密着しているもの ) 

外国人との交流 お互いの紹介，互 い の国の生活や 行事紹介など   

  5 - ワ
 
2
 



Ⅰ異文化に親しむための 活動のイメージ 図 7 

交流の中でのふれあ い   
直接体験 

  
異文化に親しむ 

  
異文化を楽しむ 

外国の遊 びや 歌なと   

レ
し
 

な
 

材
 

教
 

 
 

付
視
 

 
 

 
 

 
  

 

  
 
 

ヌ
ヴ
 

  6- 



4
 「異文 イヒと巷 へれあ う」年間キ首導計画 

  

期
月
発
達
過
程
ね
ら
 
ぃ
 

Ⅱ 期 I  期 m  期 

  

4 月 5 月 6 月 7 月 9 月 10 月 11 月 12 月       Ⅰ 月 2 月 3 月 

。 教師とのかかわりや 気の合った友だちとのかかわ。 新たな友だちにかかわり ，受けスれ た ・。 自分の力を試したり ，疑問に思ったこ 
りを通して安定し 自分らしさを 出してくる時期         り ，協力しあ ったりしながら ダ ルⅠ プ         とへの探究心や 知的な欲求が 高まる 

      や クラスのまとまりが 出てくる時期         時期 

夫 外国の人と一緒に 遊び ， 親しみをもつ       *  外国の言葉や 遊ぴを楽しみ ，興味・ ; 夫 異文化への関心を 深める 

      関， むを持つ 

。 外国の人との 出会いな喜ぶ 

  外国の人と一緒に 遊モ男挺しさを 味わう   

。 外国語の簡単な 挨拶や言葉を 楽しむ レ 

内 外国の歌を楽しむ 外国の話に興味， 喝む をもっ 

容 

< 

        を味わう   
主 。 外国の人と友達になろ う       ( 国際センタ づ   (m@w   
な 。 英語で遊ま う ( 挨拶 簿うれ         ( 八ロウィーン ，英語 莉 
活 
動 

        。 お正月遊 び をしょう 

。 温かい雰囲気作りをする。 

( 歓迎の言葉を 表示しろんなで 迎える ) 

日本の違 い ・地理的な位置や 気候について 知らせて         

いくようにする。 

。 写真やスライドを 使って覚国の 様子を知らせる。         

。 外国の絵本を 絵本コーナ一に 置いておく。 

。 ビデオを使って 外国の歌や遊ぴを 楽しむ。 

環 

      る 。 ( お面作り，壁面構成など )   
境       を体験できるよ う 環境を整える。 

構 。 い 。 - ト ・ステゴート。 ・ け ャ - 「 ( 地域人材として ) 外国人       
  

  レ 

        国際センター 研修 員 

材筑 Ⅱ ル ・ K, フ 。 ヲ佛ト掴駁 t Ⅰ㈲     

      。 その他留学生など   
。 世界地図，写真，ヒト 下 ，㏄，絵地図，絵本， 図 ; 

教 鑑 ; 。 お面，変装用具，ポスター ，お菓子など ; 。 お正月 遊ひ 散材にま，カルタ ，すご 

        製作教材 ( 空き 箱 ，セロテープ ，国用 ;  ろく，羽子板，羽根，爪など ) 

材       耗 マジックペン ，色紙など ) ・。 豆 まき，ひな祭り 教材 塊 の 面 ，雑人 
        形など ) 

。 教師も子どもと 共に親しみを 持って外国の 人に接 ; 。 桶 R ブ 竣エ 到こ 外国語を取り 入れるとき ヰ由 ; 。 日本独自の遊 び や文 サ囹 ; あ ることに 気 

していくようにする。       簡単な言葉 尺搬ゆ 返しの言葉で 表現で ;  行力せていくようにする。 

援 。 普段の生活の 中で，外国語の 簡単な挨拶をしたり 歌 :  きるよ う にし無理のな し 構成をする。         。 研修生と積極的にかかわれるよ う促 

を 歌ったりする 機会を持つようにする。 ; 。 子どもたちの 取り組む姿を 見守り，自信 ; す 。 
。 子どもの疑問や 質問を大事にし 一人一人の感じ 方 ;  が持てる よう 励ます。 ; 。 ァ メリンスク サ の子どもたちとのかかわり 

助 を尊重ぎする。         方を見ながら 声 かけをしたり ，共に遊 

。 外国の人に 封 ずる幼児の姿を 見守りながら ，挨拶 坤                 んだりする。 

言葉遣いなどの 大切さを知らせていく。 

- 7   2 タ 
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5  アンケート調査 

ねらい : 1 ～ 2 学期までの覚国人との 交流やその他の 異文化体験について ，家庭での子 ど 

もの様子や保護者の 意見を記入してもら ぃ ，今後の研究，実践に 役立てる。 

対象者     沢岨 幼稚園児の保護者 実施期間 : 平成 12 年 12 月 21 日～同月 25 日 

( アンケート実施結果 ) 
( 回収率》 

対象者数     沢抵 幼稚園児保護者 96 人 

回答者数     56 人 

回収率     58.3% 

Ql. お子様は，覚国の 人と交流したことをご 家庭で話しますか ? 

「覚国の人と 交流したことをご 家庭で話します     
か 」という設問に 対し，「少し 話す」が 28 人で Q]   お 子株 は 井ロの人と交臆したことをご 糠 下でⅡします 

全体の 50 ㌫ ， 次いで「よく 話す」が 25 人で同 c ま っ 
たく話さ 

44.6 ㌫となっており ，「まったく 話さない」はわ な い 

ずかに 5.4 ㌫であ った。 この結果を見ると ， ほ 5.4% 

とんどの園児が 外国の人と交流したことを 家庭 
で 話しており，子どもにとって 印象深い出来事   

500% 
であ ったと思われる。 

Q2. お子様は・ ご 家庭で外国の 言葉を使 う ことがあ   

りますか ? 
  

02 お 子 條は - 億 丑で 井ロ の Ⅰ棄を使うことがあ りますかっ 「家庭で覚国の 言葉を使 う ことがあ りますか」と 
い う 設問に対し「少し 使 う 」が 40 人で 71.4 ㌫ と圧 

倒 的に多く ， 次いで「まったく 使わない」の 9 人 (16.1 
㌫ ), 「よく使 う 」の 7 人 (12.5 ㌫ ) の順となって い 

る 。 この結果から 8 割強の子どもが ，外国語を日常 
■ b すこし使う 

Ⅰ し まったく使わない "" 一   生活に取り入れていることがわかる。 子どもたちが 

家庭でよく口にする 言葉は，英語による 挨拶や返事， 

  

71.4% 動物，食べ物， 色 ，数字など，なじみのあ る簡単な言 
葉 が多い。 また，幼稚園で 経験した，八ロウィン や 

    
英語 劇 で使った言葉や 歌などのほかに ，ラオス語の 

挨拶を覚えて 使っている子もいる。 これらの言葉は ，幼稚園での 経験以覚に， 英会 
話 教室や，テレビなどマスコミの 影響も大きいだろう。 

Q3. ご 家庭で外国のことが 話題になったことがあ りますか ? 

「覚国のことが 話題になったことがあ りま     
  

。 ' " 古京。 外 。 。 " と か " 却 " 。 " た " と。 。 あ 。 ますか " 

すか」という 設問に対して ，回答は「たまに   

あ る」が 37 人 (66.1 ㌫ ), 「まったくない」 

が 11  人 (19.6  ㌫ ),  「よくあ る」が 8  人 (14,3 
㌫ ) の順となっており ，多少なりとも 家庭で 

外国のことが 話題になったことがあ ると答え   b たまに 毎る 

た 人は約 8 割に上る。 外国についての 話題を ⅠⅠまったく ウい 

みてみると，幼稚園での 体験のほかに ，外国 

  
人の親戚や友人のこと ，また産地内への 訪問 
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ることが伺える。 また，テレビや 雑誌，新聞などの 間接情報をうまく 活用している 

保護者も多く ，その内容も 外国の自然や 生活，言葉の 違いについてだけでなく ， 戦 

争や貧困，人種についても 話し合われており ，内容の深さや 豊かさを感じる。 その 

他，外国旅行など「海覚にいってみたいね」と 話し合っている 親子もいる。 

Q4. 幼稚園で覚国人との 交流をすることに 対してどう思いますか rP 
「覚国人との 交流をすることに 対してど -" 一 5 ㍉ 麻ゐ Ⅰ外ロ人との 交流をすることに 対してど う思 ぃま 

ぅ 思いますか」という 設問に対して ，「 賛 
すか ? 

成 」とする意見が 55 人 (98.2 ㌫ ) と圧 

倒的に多く，「反対」の 意見は皆無であ っ 

た。 賛成意見の中から 幾つかの意見を 列 

挙してみると ，「覚国の文化や 言葉の違 い 

を 理解しながら 交流してほしい」， 「色々 

な外国や人種があ ることを小さいときか 
ら知っていてほしい」， 「言葉の違う 人と 

の 交流は将来にも 良い影響があ るものと         
思、 ぅ 」， 「覚国の子どもとの 交流も必要と 思 う 」など 39 件もの意見が 寄せられた。 

( 集計表 ) 
01 . お子様は，覚国の 人と交流したことをご 家庭で話しますか ? 

区分 a. よく話す b. すこし話す c. まったく話さない 合計 

件 数 25 28 3 56 

成比 44.6% 50.0% 5.4% 100.0% 

Q2. お子様は・ ご 家庭で外国の 言葉を使うことがあ りますか ? 

区分 a, よく使う b. すこし使 う c. まったく使わない 合計 
件 数 7 40 9 56 

構成比 Ⅰ 2.5% 71.4% Ⅰ 6.1% 100.0%   

Q3. ご 家庭で外国のことが 話題になったことがあ りますか ? 

区分 a. よくあ る b. たまにあ る c. まったくない 合計 

件 数 8 37 1 1 56 

制式 比 14.3% 66.1% 19.6% 100.0%   
04. 幼稚園で覚国人との 交流をすることに 対してどう思いますか ， 7 

区分 a. 賛成 b. 反対 c. よくわからない 合計 

件 数 55 O   56 

構成比 98.2% 0 ・ 0% Ⅰ ， 8% 100.0% 

  9 - 2
7
 



W
 

ェ
 展

開
 

の
 

活
動
 

 
 

ナ
つ
 

れ
ぁ
 

 
 

 
  

 月
 

活 動 内 容 ね ら ぃ 活 動 の 様 子 

外国の人と友達になろ う 

  サイ さん， ヮ サーチさんの 紹 

介 

，ラオスの紹介 ( 生活の様子を 

聞く ) 

・園庭で - 緒に遊ぶ 

  ラオスの人との 出会い 

を楽しむ 

サイ さん， ヮ サーチさんを 玄関 "Q 卯え 「あ れ，日本人 

じゃない ? 」と子どもたち " しかし「おは よう ござい 

ます」と二人が 言 う と「 あ ，やっぱり違 う " 」地図で 

ラオス と河欄 琶の位置を示したところ「近いね」「沖縄 

2
 月
 

7
 月
 

 
 

は
月
 

1
 月
 

6
 月
 と ラオスの家は 似ているの」という 質問に サイ さんが 

黒板 に 絵を描き説明する・ 

英語で遊ぽう 

・ロバート先生の 紹介 

・アメリカの 紹介 

・英語で挨拶 

・ 歌 ㎝ BC の歌 ，ヅド & ショル ダづ 

・ロバート先生との 出会 

いを楽しむ 

・英語の挨拶や 歌に親し 

む 

子どもたちの「バッ トゴバ 」の挨拶に，ロバート 先生 - 

「お 一 ずこ㍉Ⅱとほめる。 ロ本語を言 ま 干すロバート 先生 

を見て「あ い，日本語しゃべりまった」と 驚いた様子。 

ロバート先生が「私のお 母さん見る ? 」と サイ の写真 

を見せると笑いが 起こり親しみを 感じている様子． 

ス イカ割りをしょう 

・手話 やエ イサーをする 

，スイカ割りをずる 

  日本の生活文化を づ 者 

に楽しむ 

子どもたちと 一緒に ス イカ割りに挑戦サイさん ， ワ 

サーチさんに「がん 4%L, がんに 窟田 と大声援ラオ 

スの歌「 花 ( プルメリア ) 」を静かに聞いてい㌔ 

  スペイン語の 挨拶や 

歌，遊びを楽しむ 

初めて聞くスペイン 語に「えい ご よりわ っ かしい」「 カ 

ベッザ ( 輌 って 壁 みたいでおもしろい」「オレ ッハ 

( 耳 ) はおれの 歯 みたい」 " と 喜んで覚える。 「アラ リ 

ボリツタ 」というわらべ 歌で 遊蝋 

スペイン語で 遊 はぅ 

・スペイン語で 挨拶 

・が りヒ，ァ の話を聞き ， 歌や遊び 

を教えてもら ぅ 

  八ロウィンまつりを 

し外国の生活文化を 

楽しむ 

実 m; を 例 (1) 参照 八 ロウインまつりをしよう 

・八ロウィンの 様子を ヒ " テ " ォ でみ 

る 

・まつりの準備をする 

、 ジュリアンと 遊まう 

・一緒に園庭で 遊ぶ 

・仕事や家族の 話を聞く 

，油コ 。 の街の様子をスライト ，で見る 

・お敬子 み 焼きを一緒に 食べる 

  、 ジュリアンさんと 楽し 

く遊山親しみをもっ 

国際交流 員のシ 。 ， リ アソ さんが日本語での 自己紹介をす 

ると，「日本語上手だね」と 感心した様子 " 「おかあ さ 

んのかまえは 9 」「たんじょ ぅび は ? 」「すきなたべも 

のは ? 」と次々 質 戸札 幼コ 。 の街の様子がスクリーンに 

映し出されると「オレ」と 歓声があ がる "   
英吉 吾劇 をしょう 

・「大きなかぶ」の 劇を全員で役 

割を決め，発表会で 演じる 

・親しみのあ る絵本の話 

を簡単な英語例で 表 

現する 

実践 例 (2) 参照、 

  日本と外国の 遊びを体 

験しその 軸パ コ面白 

さに気付く 

検証保育 案 参照 

  

お正月遊びをしょう 

・日本のお正月遊びを 外国の人 

に紹介し一緒に 遊ぶ 

  いろいろな国の 人と交 

流し外国のことに 興 

味や関心を持つ 

アガ " ル，ハ " ラク 。 ア イ，メ卸コ， 9% 。 ン 六 % 。 ル から ヮ コ @ 訪問に「 5 つ 

の島からきたの ? 」「お正月はどんなことするの ? 」 

と 質祇 お正月遊 びや豆 まきを - 緒に楽しん ヵ も 

     
 

う
り
 

 
 

 
 の
 

タ
と
 な
 

 
 国

 

一 引値 ニ 検討の段階 ァ メリシスク廿の 人と友達になろう 

・外国の子どもたちと 一緒に好 

きな遊びに取り 組む 

・お互いに教えあ ったりしなが 

ら遊 ぶ 

一
時
 
ら
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2  実践 例 

  「   八ロウィン ま っりをしよう 

ねら ぃ     八ロウィン まつ りをし外国の 遊びを楽しむ 

日 時     平成 12 年 10 月 31 日 (8 時 30 分～ 9 時 15 分 ) 

導入 : 全園児に浦添の「てだこまつり」 やエ イサコ綱引きなど ，身近な祭りの 体験をイメージさせながら ， 

外国の「八ロウィンまつり」について 話す。 

期目 

10/26 

10/30 

Ⅰ擦りをするためには・ 変装しなければならないこと。 l 
  「トゥリック オ アトヴリートウ」という 合言葉を言 う こと l 

・合言葉を練習し 変装用のお面や 壁面構成など ，環境を工夫する。 
環 境 の 工 夫 

今
 

 
 

 
  

 今
 

"
"
"
 
伍
 

"
 
。
 

八ロウィンまつりの 雰囲気作りをする 

・八ロウィンの 写真やポスターを 貼る 

・魔法使いの 帽子やマントを 作る 

・変装した子どもの 様子を絵に描いて 貼る 

，かぽ ち ゃ をくり抜いて ゾャ 砂肝ラシルを 作る 

お面を作る ( 幼児による製作 ) 

・黒猫，吸血鬼，こ う もり， 魔ま 却走いなど 

幼児に配るお 菓子 鮪万 ， ィ ) を 準備する 
.  @@ ⅠⅠ r>@@@Wf'@@NIT@ 
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く 活動の流れ ノ 

目きⅡ 背ゴ ロバート先生の 様子 
8:30  ロバート先生来園「ハーフーユー」 

「アイムファイン」 

「きょ ぅ は何の日です ヵ幻 

「 八 ロウインの特別な 挨拶あ る， りヒ 。 一 / 、 りイ ン」 

「 へ 。 リづ 。 ッ， ハ的 イ ンのときはカボチャ 作ったりお面をい 

っは几 Ⅴ 乍 ったりするよ」 

「お父さんやお 母さんと一緒にか ぼ ちゃ買 う 」 

「タ ホ は置いておく ，食べられる」 

9 「 15 

「英語でか ぽ ちや分かるかな ? 」 

「そ う ，そして一番大切なのは…」 
ロバート先生笑 う 「パンプキンの 中にろ う そくいれて 

窓に置いておくと 目が光るよ， ウ Ⅱ 
「大昔，男の 人が女の人の 家に行こ う としたら 頭 なく 

なった。 かわりにか ぽち やかぶった。 」 

「イェス ，コ ・ づト ，英語では ン 。 ャ が肝ランタ ソ ，魔女は ウ ィ ガ，こ 

ぅ もりは…」 

「バツ ト， 猫は フ 。 ラッ 舛ャパ 」絵をさしながら 言 う 

「子どもはかんなお 面つけたり コ 。 ヲトやフ 。 乃ク榊 外にな 

ってお菓子もらう ，もらうときはトゥリ り打 トゥリ 叶ゥ って 

言う ， お菓子くれないといたずらするよって ，みんな 

も練習してみようトゥリリオ ア トゥリ 叫ヴ はい」 

「 ヒ 。 デォ で見てみようね」 

「ど う だった」「かんな 一緒にトゥルク 打 けり 叶ゥ 」 

「一人ずつやろうね」とキャンディを 取り出して始める 

「 ギ Ⅰ ドアを開けるまねをする 

「どうぞ」と キャ ソディを一人ずつあ げる 

「楽しかったですか ? では グッバ 一イ」 

子どもの様子 
「ハーフーユー」 

「アイムファイン」 

「八ロウィン」 

「ハッ ヒ ，一八ロ ウ ィ ン 」 

「も うお面 作ったよ」 

「分かるよ，包丁で 目とかあ けて」 

「カボチャの 種 た べられるの ? 」 

「たべたことあ る」 

「パンプキン て 言 う 09 」 

「命でしょ」 

笑っている 

「どうしてなくなったの ? ゆ う れ 

いなの ? 」 

「バットマン」 

「 フ 。 ラツ 舛ヤツト 」 

「トウリツク 打 トウリ 廿ウ 」 

ハ % イ ンの様子をビデオで 見る 

「トゥリリガトゥリ 叶 Ⅱ 

、 準備していたお 面をつける 

けトンと りク して「トゥリック ォア ト ヴリ叶月 

「サンキュⅠ 

「さようなら グ ツバーイ」 

く 結果・考察 ノ 

， 八ロウィンまつりへの 期待が持てるよ う に環境を工夫し ，雰囲気作りをしたことによ 

って，幼児も 喜んでお面を 作り，まつりを 楽しむことができた。 

  八ロウィンの 様子をビデオで 見ることによって ，実際のまつりの 様子を知ることがで 

きた。 

  一人ずっロバート 先生に合言葉を 言 う 場面では， ほめられたり 励まされたりしながら 

「トリリオ ア トゥリ 叫ゥ 」と言い， キャンディをもらうことができた。 このような経験が 幼児 

の 自信につががり ， ロバート先生に 対する親しみも 深まっていくのではないだろうか。 

  八ロウィンまつりの 翌日から，魔女の 帽子をかぶり ，マントや魔法の 杖を新聞紙で 作 

って変装し ， 八ロウィンごっこを 楽しむ幼児の 姿が見られた。 
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(2) 英語 劇 をしょう 

ねら ぃ     「おおきなかぶ」を ，簡単な英語 劇 で表現する 

期 日 : 平成 12 年 12 月 16 日 く 七 % 

場 所 : 沢峨 小学校体育館 

動機づけ : 生活発表会 は ついての話し 合いの中で，園児全員で 取り組む種目として ，これ 

まで英語に親しんできた 経験を生かし 幼児の好きな「おおきなかぶ」の 英語 劇を 

することが決まった ， 

@@         1 活 動 の 経 過 

Ⅰ 1717 

12/15 

ロバート先生に「おおきなかぶ」の 絵本の英語翻訳を 依頼する。 

シナリオ作成 

・翻訳をもとに ，子どもにわかりやすい 英語のせりふを 考えたり，子どもらし 

い 表現ができるようにする。 

・ナレーターは 教師が行 う 。 

園児との話し 合い 

・発表会の種目について 話し合い，全員に よ る英語 劇は ついて提案する。 

( ロバート先生が 関わることや ，簡単な英語をみんなで 言 う ことなど ) 

・「おおきなかぶ」の 絵本のよみきかせをし 登場する人物や 動物，話の大筋 

な っかむようにする。 

シナリオ完成 

・ロバート先生に 検討してもらい ，アドバイスを 受け，シナリオ 完成 

活動への展開 おじいさん (Old  man) 

・配役を決める。 おばあ さん (W は e) 

・せりふを練習する。 ま ご (kids) 

・ お 面や小道具を 作る。 ぃ ぬ (potch) 

・身体表現を 工夫する       ね こ (tama) 

劇の仕上がり へ ( リハーサル ) ねずみ (mickey) 
・ロバート先生にリハーサルの 様子を見てもら ぅ 。 

( ロバ ニト 先生が見守る 中，いつもより 張り切っている ) 

木 ロバート先生の 感想 

「かんな上手だね ，英語もとっても 上手，もっとゆっくりおおきな 声で口に手 

を 当てて， 00 ちや 一ん，力 ミーンって言お う   ね。 体も大きく動かしてね」 

お 面や衣装を身につけ ，張り切って 練習する。 

 
  

 



く 活動の流れ ノ 

ヌ
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教師の言葉・ ( 動き ) 

英語 劇 スタート 

Theoldmanplantedthera 田 sh. お C い さん 

がかぶを植えました 

Everydayhewateredit. おじいさんは 毎日か 

ぶに水をやりました 

Theoldmantriedtopulloutthera 山 sh   

おじい さんはかぶを 抜こ う としました 

Buthecouldnotdoit. しかしかぶは 抜けません 

Sohecalledhiswife. おじい さんはおぱあ さん 

を 呼びました 

S Ⅱ 1l%heycouldn,tdo 止 ，それでもかぶは 抜けません 

So  she  called  the Ⅱ㍗ andch Ⅱ d. おばあ さんは 

ま ごを呼びました 

Butstlll 止 dldn,tmove. まだまだかぶは 抜けません 

So@the@ grandchild@c 

Butstlll 止 dldn,tmove. まだまだかぶは ね けません 

So 毛 hedog  calledthecat. 犬はねこを呼びました 

- 14   

  幼児の言葉・ ( 動き ) 

直己イ隻⑥ め じかさん，⑰おばあ さん，⑧まご ， 

⑰ ぃぬ， ①ねこ ， ⑭ねずみ 

全 : GiantRadish おおきなかぶ 

⑥ :Growbig. 穿 owbig おおきくなあ れ 

( 音楽に合わせて 降りていく ) 

⑥ : Grow  big.  肛 ow  big  おおきくなあ れ 

⑥ : one.two.three.  heaveho.heaveho 

⑥ : Comeheredear 

⑰ : Ok.coming! ( 音楽に合わせて 登場 ) 

⑨⑰ : お ぱあ さんがおじ い さんをひっぱ 

って，おじいさんがかぶをひっぱって ， 

one.two.three.  heaveho.heaveho 

@@ :@ Kids@come@here   

⑧ :Ok.coming! ( 音楽に合わせて 登場 ) 

全 : まご が お ぱあ さんをひっぱっておばあ さんがお 

じいさんをひっばって ，おじいさんがかぶをひっぱっ 

， t ， one ， two ． three ． heave@ho-heave@ho 

⑧ : Po セ ch  ! c0me  he Ⅰ e 

⑦ :Ok.coming! ( 音楽に合わせて 登場 ) 

全 : いめ がま ご をひっぱって ，まご がおばあ さんを 

ひっぱって． お ぱあ さんがおじいさんをひっぱって ， 

おじいさんがかぶをひっぱって ， one.two.three   

heave ho.heave ho 

@@ :@ Tama@ !@ come@here 

① :Ok.coming! ( 音楽に合わせて 登場 ) 

全 : ねこがい ぬ をひっぱって ，いぬがま ご をひっぱ 

って ，まご が お ぱあ さんをひっぱって ，お ぱあ ざんが 
おじいさんをひっぱって ，おじいさんがかぶをひっぱ 



  
  o ， c ， one ・ two ・ three ・ heave@ho ， heave@ho 

Butstlll れ dldn,tmove. まだまだかぶは ね けません 

Sothe catcalledthe mouse. ねこはねずみを 呼 び ま 

した 

( ピアソで効果音 ) 

Atlasttheydidit. やっとかぶは 抜けました 

@@:@Mickey@!@come@here 

⑰ :Ok.Comlng! ( 音楽に合わせて 登場 ) 

全 : ねずみがねこをひっぱって ， ねこがい ぬ をひっ 

ぱって ，ぃめ がま ご をひっぱって ，まご が お ぱあ さん 

をひっぱって ，お ぱあ さんがおじいさんをひっぱっ 

て ， おじ い さんがかぶをひっぱって ， 

one.two.three.  heaveho-heaveho 

heaveho-heaveho  ( だんだん大きな 声で ) 

@@:@Yeah!@Yeah!@Yeah! 

く 結果，考察 ノ 

・「おおきなかぶ」の 英語 劇を ，教師と幼児が 一緒に取り組み ， 楽しさを味わうことができ 

た 。 また，英語の 面白さを園生活の 中に取り入れる 姿が見られた。 

例 : 「 ヒ一 ホーヒー ホ二 どっこいしょ」 ( つくえをはこびながら ) 

「バロービッババロービッバ ，おおきくなあ れ」 ( 花に水をやりながら ) 

「 00 き 一ん，カム ヒ ヤー」「オーケ コカ ーミン」 ( 友達を呼び ， こたえながら ) 

・ロバート先生に ，英語のせりふをほめられ ，励まされたりしながら 劇をがんぱったこと 

が ，幼児の自信と 意欲につながったと 思われる。 

3  検証保育 

(1) 検証保育指導案 
  

日 時 : 平成 13 年 1 月 16 日 ( 火 ) 9 時 3 0 分～ 1 0 時 3 0 分 

対 象 ; 沢岨 幼稚園園児 101 名 (5 ～ 6 歳 月 ，男児 56 名 女児 45 名 ) 

ね ら い : お正月遊びを 通して外国の 人との交流を 深める 

主な活動     日本のお正月遊びを 外国の人に紹介し 一緒に遊ぶ 

活動の経過     これまで，外国の 生活習慣や言葉，遊びなどを 中心に外国の 人との交流や 

体験をしてきたが ， 本 時では， 日本のお正月遊びを 外国の人に伝えたり 一 

緒 に遊んだりしながら 交流を図る。 

  15 - ユ
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く ] 日の生活の流れ ノ 
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予想いれる幼児の 活動 

登図 する 

・先生や友達と 挨拶をする 

，所持品の始末をする 

・草花に水をやる 

・当番は小動物の 世話をする 

・好きな遊 び をする マ ラル，折り紙 

各学級へ集まる 

・お正月遊 びの 準備をする 

全体で集まる ( ほし 組 ) 

  朝の挨拶をする 

  歌 遊びをする ( ヅドクョルタ Ⅰ ， Ⅱ ガ & トガ ) 

  お正月遊 び の話を聞く 

  歌を歌 う ( がん ぼ りマン ) 

  お正月遊 び をする 

く室内 シ 

カルタとりやトランプ 

す ごろく 

まりつき 

けんだま 

く 戸外 ノ 

はねつき 

こま回し 

く舞台 ノ 

こま回し 

遊 ぴを終え片づけをする 

おやっの準備をする 

・ い す や 机を星紀に運ぶ 

・自分の席に 座る 

・当番はおやつの 準備をする 

おやっ 

  かんなでおやっをいただく 

ごちそ うきま 

  3 人の先生方の 話を聞く 

・さよならのあ いさつをする 

片付けと清掃 

内 容 

・すすんで挨拶をする 

・朝の便りにシールを 貼る 

  、 ジャンパ一など 厚手の上着を 脱ぎハンガ一 

に掛ける 

・折り紙でメダルを 作る 

・欠席の友達がいたら 先生に知らせる 

・今日の活動について 先生から話を 聞く 

・ ほし 組に集まり ロド叫 先生， ゾ ，リアン先生， 

恵子先生を迎える 

・元気よく歌を 歌 う 

・外国のお正月について 質問したり話を 聞い 

たりする 

・ 3 人の先生と一緒にお 正月遊びをずる 

・読み手になってもらったり ，何枚取れるか 

競争したりする 

，すごろくやまりつきを 一緒に楽しむ 

・怪我をしないように 気をつけて遊ぶ 

・はねっきを 一緒に楽しむ 

  こまの紐の巻き 方や回し方を 教えてあ げた 

り ，競争したりする 

，こまの台を 準備する 

・一緒に遊んだ 先生にお礼を 言 う 

  くじ引きで決めた 番号の席に座る 

  当番はテーブルを 拭き，牛乳やお 菓子を配 

る 

  当番の合図でおやっを 始める 

・ロハ 二ト 先生， ゾ，リアソ 先生，恵子先生と 一緒 

におやっをいただく 

・お正月遊びの 感想を聞く 

・感謝の言葉とさよならをする 

・みんなで後片付けや 清掃をして各教室へ 戻 

る 

  保育者の援助 

    出欠の確認や 子ども 

の健康状態を 把握 

する 

  今日 1 日の活動の見 

通しやめあ てを持 

たせるようにする 

  手作りの名札を 

準備する 

  遊びのルールを 一緒 

に考えながら 楽しめ 

る よう にする 

、 すすんで 関わ れない子 

に声をかけ， 遊 ぴに誘 

うよう にする 

・決められた 場所で遊ぶ 

よう 声をかけ・ けがを 

しないよう配慮する 

・放送で終わりの 合図 

をする 

  Ⅰバート先生， シ 。 ，リアン 

先生，恵子先生の 席 

をくじ引きで 決め 

る 

  

  77   16- 



11 Ⅰ 0  陣 園 準備 

， 帰りの会をする 

  明日の連絡を 聞く 

12:15  陣 園 する 

・コース別に 並んで帰る 

  今日 1 日の出来事や 楽しかったことを 話し 

ムラ ロ 

・明日への期待をもちながら 降園 する    
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く 評価の観点 ノ 

・不時の主な 活動のねらいは ，適切であ ったかどうか。 また，ねらいが 十分達成された 

かどうか。 

・幼児の活動の 内容，保育者の 援助は適切であ ったかどうか。 

・幼児の活動を 充実させるための 環境の工夫は 適切であ ったかどうか。 

  17 - /
 
ヌ
 



(2) 検証保育の結果と 考察 

ねらいの設定について 

本 時の活動の展開から ，これまで幼児に 外国文化を経験させてくださった 外国の方 

に ，日本のお正月遊びを 紹介し一緒に 遊ぶという体験を 通して交流を 深めるという 

ねら ぃ は，ほぼ達成されたと 思われる。 

活動の内容と 援助について 

く 活動の様子 ノ 

かるたとり 

・ ゾ、 リ アン 先生は，はじめ 読み手だったが ，幼児に「 シ， U ル 先生も 

とって」と頼まれ。 交代で楽しむ ， 

  グ， リ アン 先生の膝にもたれたり ，体に触れたりしながら 楽しむ。 

・幼児に ，ゾ到ア ン先生に 

遊び方を伝えるよ う 

声をかける。 

  

こま回し   

違 うんじ やない 9 」と心配そうに 見守る。 したり，回し 方を教える。 

  「みててよ」と 紐をゆっくり 巻いてみせる ，   こ まの台を使い ，安全 

  ロバート先生「上手だね」と 声を掛けられ ，喜ぶ。 面 に配慮する   

はねっきやまりっきなど   

・恵子先生は ，はねっきやまりっきの 他にも，色々なお 正月遊び 

を 幼児と一緒に 楽しんでいる。 

・幼児は， 自分の得意な 遊びを恵子先生に 教えたり，恵子先生の 

髪や服 ・手や肩に触れ・ 話しかけている。 

・進んで関われない 幼児 

に声をかけ，遊びに 誘 う 。 

3
6
 

    
環境の工夫について 

お正月遊びの 雰囲気作りとしての ，環境構成の 他に ， お互いの名札を 準備し交流 

の中で親しくなれるよ う にした。 

- 18   



W  研究のまとめ 

Ⅰ研究の成果 

作業仮説 (1) について 

，人的環境として ，園内外の協力体制が ，こ 

れまでの実践を 支えてきた。 特に，地域に 住む 

外国人の存在は ，交流活動を 進める上で重要で 

あ り，外国滞 rQ 佳 経験者の協力も 貴重であ る。 ま 

た，教師間の 協力も不可欠であ る。 

・教材の工夫として ，幼児が実際に 手に触れ 

る異文化教材が 少なく，不十分なところもあ っ 

たが，市立図書館から 借用した覚国の 絵本には， 

多くの幼児が 関心を寄せていた。 また，壁面構 

成の掲示や展示を 中心に，スライドやビデオな 

ど，視聴覚教材も 活用することができま㌔ 

・場の工夫として ，外国人との 交流だけでなく ， 

外国の遊びや 言葉などの異文化体験，さらに ， 

日本文化を一緒に 体験し外国の 人に伝えたり 

しながら交流を 深めることができれ 

作業仮説 (2) について 

・異文化とふれあ ぅ 活動を，幼児の 発達の過程 

に沿って，幼児に 育ってほしい 教師の願いを ね 

ち いとしまた，体験に 中で育っ幼児の 心情や 

意欲， 態 渡を内容として 捉え，年間指導計画に 

位置付け，活動を 展開することができた。 

以上のことから ，異文化とのふれあ いを通し 

て 「 人 とかかわる 力 」を育てるためには ，幼児 

が ，外国の人との 交流や外国の 遊びなどを楽し 

いと感じることが 大切で，その 楽しさが味わえ 

るような環境を 工夫しふれあ いの中で相手を 

受け入れたり ， 自分らしさを 出しながら進んで 

かかわり， しだいに社会的態度が 育っていく 過 

程 が人とかかわる 力を育てることになるという 

ことを確認、 し缶 

2  研究の課題 

・幼児のための 異文化教材の 工夫 

・異文化とのふれあ い を，幼児一人一人がど   

のように受けとめ ，どのように 感じ，どの 

ようにかかわっていたかを 把握するための 

教師間のチームティーチンバのあ り方につ 

いて考えていきたい。 

おわりに 

異文化とのふれあ い を ，人 とかかわる力の 育 

ちの面から理論・ 実践研究をしてきましね 

幼児は，覚国人との 交流や外国文化を 体験す 

る中で，自分との 違いに気付き ，興味を持って 

かかわり，挨拶や 簡単な外国語を 覚えて使 うよ 

う になりまし㌔また ，相手の話を 良く聞き， 

自分の思いを 出しながらかかわることができる 

よ う になってきましね 今後は，作成した 年間 

指導計画を練り 上げ ， 豊かな人間関係の 育ちの 

場 として，異文化とのふれあ いを継続していき 

たいと思います。 

研究期間中ご 指導くださいました ，浦添市教 

育委員会の比嘉美也子指導主事， 当 研究所の新 

城所長，新川係長， 与 古田主事，職員の 皆様に 

深く感謝申し 上げます。 また，研究所に 激励の 

言葉で送り出し 温かく見守りながら 研究を支 

えてくださ う た沢 幼稚園仲本園長はじめ 砥 ， 職 

員の皆さんと 101 人の園児たち ，そして，本 

研究にはなくてはならない 7% 生 め ，ロバート先 

生， シ，、 リ アサ ・恵子さん 他 ，外国の方々のご 協力 

に 心から感謝します。 ThardCyou  ve げ much  ! 

く 資料 ノ 

"""" 。 "'" 

あ たまと かたと ひざと っまさき 

Head, Shoulders, K 且 eesa Ⅱ d ℡ 鵜   

  

Head ， Shoulders ， Knees@and@Ibes ， 

KIl00Sand'IlM ヨ S, 

Head,  Shoulders,  Kn ㏄ sand  Ⅲ 氾 s, 

Kneesa 丑 d,b 騰 S, 
㎞ d  eyes 簗 d  e 沖 ㎝ d  mouth 

A Ⅱ d  no ㏄ 
Head,  Shoulders, Knnees 荻 nd  皿た s, 

K Ⅱ Uees ㎝ d 皿期 ， RePeat (6 位 mes) 
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